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目指す学校像 「夢と笑顔と緑がいっぱいの学校」 

 
■ １･２年生がサツマイモの苗植えを体験！

10 日(水)の「生活」の時間に，１･２年生がサツマイモの苗植えを行いました。この苗

植えでは，茎から根がよく出るように，苗を横に寝かせて葉の出ている付け根まで茎を

地中に埋めるという点が，子どもたちにとってはちょっと難しいポイントとなります。

しかし，さすが昨年も経験している２年生は手早くできました。１年生も「おおきなお

イモさんになーれ」と一苗一苗を丁寧に植えることができました。今から，秋の収穫，

美味しいおイモが楽しみです！  

畑の耕し・畝づくり・シート掛け等の準備を，お世話いただきましたボランティアの

方々，大変暑い中，本当にありがとうございました。 
 

   

   

 
■ マスクは，感染症対策と熱中症対策のジレンマ？ 
厚生労働省の「熱中症予防行動のポイント」のホームページには，「マスクは飛沫の拡

散予防に有効で、『新しい生活様式』でも一人ひとりの方の基本的な感染対策として着用

をお願いしています。ただし、マスクを着用していない場合と比べると、心拍数や呼吸

数、血中二酸化炭素濃度、体感温度が上昇するなど、身体に負担がかかることがありま

す。したがって、高温や多湿といった環境下でのマスク着用は、熱中症のリスクが高く

なるおそれがある」と書かれています。このことを受け，  
体育の授業では，原則，マスクは着用しません。また，運動場で遊ぶときや登下校の

歩行中は，「マスクを着用しなくてもよい」としています。 
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■ 家庭でも, 新型コロナ感染症対策の取組を！ 
文部科学省から,新型コロナウイルス感染症から子どもたちを守り，安心・安全な学校

生活を送ることができるよう，ご家庭での取組の協力依頼がありました。 

既に多くのご家庭で取り組まれていることと思いますが，念のためご確認ください。 
 

「新しい生活様式」を踏まえた家庭での取組 
作成:文部科学省初等中等教育局 

１ 毎日の健康観察〈本校では既にご協力いただき，ありがとうございます。〉 

・毎日，登校前にお子様の健康観察(発熱や風邪症状の有無の確認)を必ず行う。  

・発熱等の症状がある場合は，自宅で休養させる。  
 

２ 手洗いの励行  

・家に帰ったら，まず手や顔を洗う。  

・手洗いは 30 秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う (手指消毒薬の使用も可) 。 
   

３ 咳エチケットの徹底  

・咳，くしゃみをする際，マスクやティッシュ，ハンカチ，袖，肘の内側などを使っ

て，口や鼻をおさえる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ３密の回避(密閉，密集，密接)  

〇「密閉」の回避：こまめな換気 

気候上可能な限り常時行い，困難な場合はこまめに(30 分に 1回以上，数分程度，窓

を全開する)，2方向の窓を同時に開けて行う。  

〇 [密集]の回避：身体的距離の確保  

飛沫感染を防ぐため，できるだけ人と人との距離を確保すること。  

〇「密接」の回避：マスクの着用  

外出する時は，できるだけマスクを着用する。ただし，気温や湿度が高く，気分が

悪い場合や，熱中症になりそうな場合には，マスクを外す。  

室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。 
 

５ 抵抗力を高める  

免疫力を高めるため，十分な睡眠，適度な運動やバランスの取れた食事を心がける。  
 

※ 学校生活の中でいかに感染防止を徹底しても，仲の良い友人同士の家庭間の行き来や

家族ぐるみの交流を通じて感染が拡大してしまうと，学校全体の教育活動が出来なくな

ってしまうことがあります。特に会食の際には，対面を避けるなど，「新しい生活様式」

を参考にして工夫していただき，感染が広がらないようにご配慮をお願いします。  


